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年に甘粛省臨潭県磨溝遺跡の寺窪文化（紀元前 1400 ～前 700 年）の墓から２点の鉄器が出




































　総括的な最初期の研究は、陳戈の 1989 年の論考による（陳 1989）。陳は「新疆出土的早
5期鉄器」という論文において 1989 年時点での新疆より出土する初期鉄器を集成した。この





























































































































元前 3500 －前 3100 年エジプトのエル・ゲルゼー遺跡出土の鉄製ビーズは 7％のニッケル
を含有する。また、紀元前 3300 －前 3000 年のメソポタミア、ウルク遺跡出土の鉄片から
も多量のニッケルが検出されており、最古に利用された鉄は隕鉄－自然鉄であったといえ
















純鉄（pure iron）：炭素量 0.02％以下。融点は 1536℃。
鋼（Steel）：鉄を主成分にする鉄と炭素の合金で、鉄の持つ性能（強度、靭性、磁性、耐
　　　　　　熱性など）を人工的に高めたもの。炭素量 0.02 － 2.0％を差す。硬いが、展
　　　　　　性があり、鍛造成形が可能である。焼入れにより強固な組織を得ることがで
　　　　　　きる。このうち、含有炭素量によって、低炭素鋼（炭素含有量が約 0.3％以下）
        　　中炭素鋼（炭素含有量が約 0.3 - 0.7％）、高炭素鋼（炭素含有量が約 0.7％
　　　　　　以上）に分類される。また、鋼は炭素濃度が 0.6％までは、濃度に比例して
　　　　　　硬さが増す。硬さによる極軟鋼、軟鋼、硬鋼という分類もある。
銑鉄（鋳鉄、Pig iron、Cast iron）：炭素量 2.0% 以上。硬いが脆いため、鍛造には向かず、
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あった ( 梅原 1954)。これらの遺物は、現在アメリカ
のフリア美術館に収蔵されており、金属部分の分析が































る。ニッケルを 6～ 27.4％含有する（図 7-1）。
　銅銎鉄锛（M2009:720）は、残長 11.3cm、銎径 3.1 × 1.6cm
17























省 県 遺跡 遺物 材質・加工 Ni 含有量 時代
北京 平谷県 劉家河 鉄刃銅鉞 隕 鉄、 冷 間
鍛造、鋳接
1.9-18.4% 商代中期
河北 藳城県 台西村 鉄刃銅鉞 隕 鉄、 熱 間
鍛造
0.8-2.8% 商代中 -後期





河南 浚県 辛村 鉄援銅内戈 隕 鉄、 熱 間
鍛造、鋳接
5.2% 商末西周初
河南 三門峡 虢国墓地 2009 号墓 鉄援銅内戈 隕鉄、鍛接 6.0%
26.8-27.4%
西周末春秋初


























葬品は 5293 点を数える大型貴族墓である（河南省文物考古研究所 1999）。




　虢国墓地 2001 号墓からは、玉柄鉄剣（M2001:393）が出土している (図 8-1)。鉄製の剣身、
青銅製の柄芯、玉製の柄から成る。鉄剣に青銅の芯部を両面から接合し、青銅の表面には
トルコ石を象眼する。この青銅の柄芯を中空の玉柄にはめ込むことで刃部と柄をつなぎ合
わせている。全長 34.2cm、柄長 12.2cm、剣身長 22cm、幅 3.8cm である。分析の結果、パー
ライト 7 の痕跡が検出され、塊錬浸炭鋼であると分かった。塊錬浸炭鋼とは、そのままで


















































1260 年（2 σ、94.3-95.4%） で あ っ た。M633
も埋葬人骨より AMS 測定がなされ、紀元前










省 遺跡 遺構 鉄器 材質 時代
河南 三門峡 虢国墓地　2001 号墓 玉柄鉄剣 塊錬浸炭鋼 西周末春秋初
河南 三門峡 虢国墓地　2001 号墓 鉄援銅内戈 塊錬鉄 西周末春秋初
河南 三門峡 虢国墓地　2009 号墓 銅骹鉄葉矛 塊錬浸炭鋼 西周末春秋初
表３　春秋前期の出土鉄器
省 県 遺跡 鉄器
山東 長清 仙人台 6号墓 鉄援銅内戈
陝西 隴県 辺家荘 銅柄鉄剣
陝西 長武 春秋早期墓 鉄短剣
甘粛 霊台 景家荘 1号墓 銅柄鉄剣
甘粛 礼県 秦公墓地　大堡子山 2号中字形墓　南側 1号車馬坑 鉄片
甘粛 礼県 秦公墓地　趙坪墓区 2号墓 塗金鏤空銅柄鉄剣
甘粛 永昌 蛤蟆墩　M7 残鉄剣
甘粛 永昌 蛤蟆墩　M9 残鉄剣





1. 刀子、2. 指輪、3. 耳輪（垂飾部分が鉄）
１ ２
３
























時期 時代 材料 遺跡例 遺物 コメント
B.C.14c 商中期 隕鉄 北京市平谷劉家河 鉄刃銅鉞 自然鉄の利用開始
B.C.8c 西周末
春秋初
塊錬鉄 河南三門峡虢国墓地 鉄援銅戈 人工鉄の出現
塊錬滲炭鋼 河南三門峡虢国墓地 玉柄鉄剣 鋼の出現。強度が青銅を越
える
B.C.7c 春秋中期 鋳鉄 山西天馬 -曲村 鉄器残片 最古の鋳鉄？ 　










　新疆の東部、ハミ地区にあるヤンブラク ( 焉不拉克 ) 墓地からは、鉄製のナイフ、鉄剣
の先、指輪などの鉄器が出土している ( 図 10)。鉄器の出土した墓は、当墓地の第一期に






























































































































Qian et al. 2002）。
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ら鉄へ変化するのかを論じている ( 田 ･ 郭 1986）。楊建華は、北方草原地区に対して文化
設定と時期区分を詳細に検討し、各地区のそれぞれの時期において、どのような鉄器が出






























全長 48.7cm、刃幅 6.5cm で、鉄刃部は完存していた。青銅の柄頭は楕円形で、柄は螺旋状
に装飾される。山字型の格を持つ ( 図 14-11）。１号墓出土の銅柄鉄剣（M1:25）は、残長




　固原県楊朗郷馬荘墓地は、春秋戦国時代の墓 49 基が調査され、2957 点に及ぶ遺物が出
土した大型の墓地である。楊朗文化として、当地を代表する墓地となっている。この墓地
は、掘りこみ面の上下関係より、前後２時期に区分される。前期は甲組と称され、春秋時
代末戦国時代初期で 10 基の墓が属する。前期の墓から出土する鉄器はわずかに５点でⅠ M




環首剣が、左手付近からは鉄剣が出土している。残長 12.9cm、幅 1.8cm で、錆のため形状
不明である (図 14-8)。M ３土洞墓は老年女性の単人葬で、右腕付近から、鉄製の環が出土
する。直径 8.5cm で、環内に横棒が渡されている ( 図 14-25)。もう１点は錆のため、形態
不明である（寧夏回族自治区文物考古研究所 2002）。
　固原呂坪村で道路の修復時に村民によって発見された。墓は１基で竪穴土壙墓、仰臥伸
展葬であったという。墓からは 84 点の遺物が出土し、青銅器は 75 点に達する。青銅武器、
装飾品、馬具が出土するが、鉄器はみられなかった（固原博物館 1992）。
　慶陽県城北五里坡居城区において下水道の建設時に葬馬坑が発見された。撹乱のため、









を向く獣面紋で飾られる。残長 11.5cm であった（図 14-16、劉他 1988）。同様の銅柄鉄剣は、
オルドス地域で 1点出土し (図 16-4)、2 点ほど採集品 (図 14-15）が知られている。
31
図 14　隴東 ･寧夏南部地区の鉄器
1-5, 鉄製刀子 (馬荘墓地Ⅰ M15:1, Ⅰ M2:45, 倒墩子墓地 M26:2,M19:11,M18:15)、6-8. 鉄剣 (馬荘墓地Ⅲ M4:88,
Ⅰ M3:10, 張街村墓地 M2:50)、9.10. 鉄矛 (袁家村 ,馬荘墓地Ⅲ M4:13)、11-16. 銅鉄複合短剣 (狼窝子坑墓地
M3:12, 五里坡葬馬坑 ,陳陽川村墓 M:01, 馬荘墓地Ⅰ M12:3, 内蒙古採集 E・6, 後荘村墓 )、17. 鉄斧 (倒墩子墓
地 M18:14)、18. 鉄鑿 (倒墩子墓地 M2:5)、19,20. 鉄錐 (馬荘墓地 IT504 ③ :3, 倒墩子墓地 M18:22)、21. 鉄銜 (馬
荘墓地Ⅲ M5:22)、22. 鉄鍬 (馬荘墓地 IT504 ③ :2)、23-26. 鉄環 (馬荘墓地Ⅲ M5:18,26, 張街村墓地 M3:15, 倒







復元すると 50cm ほどになるとみられる。現存する柄部は残長 14cm、格幅 4.2cm、また鉄製












剣が 1 点、Ⅰ M12 より出土する。鉄刃部は錆のためほとんど残っていない。柄部は全面を
乳突紋で飾り柄頭がきのこ状で、山字形の格を有する。格の中央部に横線紋がある。残長
18.9cm、格幅 5.2cm、柄長 11cm である ( 図 14-14)。Ⅲ M ４からは鉄鑣、鉄剣 ( 図 14-6)、
鉄矛が出土する。Ⅲ M５からは飾板３点のほか、鉄銜、鉄腕輪、鉄刀、鉄環などの出土がある。
Ⅲ M ４出土の鉄矛は全長 43.2cm、幅４cm であった ( 図 14-10)。鉄鑣は両端に環を持つ直
条形で、長さ 9.2cm であるⅢ M５出土の鉄銜は残長 17.6cm、２つのパーツを連結しており、
片方のみの長さは 7.9cm であった ( 図 14-21)。鉄飾板は長方形で、正面に３か所突起があ
る。全長 15.4cm、幅 7.6cm である (図 14-28)。小型の飾板は、長 5.9cm、幅 2.7cm である。
腕輪は円環形で数十点のトルコ石が象嵌されている。外径 8.9cm、内径 6.4cm、その他の環





れる (図 14-13、羅他 1990)。
　同心県王団郷倒墩子墓地は、1983 年に５基の墓が県文物管理所によって試掘、調査が行
33










19.2cm である ( 図 14-5)。鉄斧は長方形の有銎式で銎内には木材が残存する。全長 6.5cm、
幅 6cm である。中原からの搬入品の可能性もあるだろう ( 図 14-17)。鉄錐は全長 16.9cm、
断面楕円形を呈する ( 図 14-20)。鉄鑿は錆が著しいが、片刃で断面は楕円形であった。全
長 12.5cm、幅 0.7-2.2cm である (図 14-18)。
  鉄製装飾品としては鉄環６点、帯扣３点、耳環１点がある。鉄環で保存が良好なものは
２点あり断面円形、18 号墓出土品は外径 3.8cm、21 号墓は外形 4.4cm である。２号墓から
は鉄環３点が被葬者の足元付近より、鉄鑿や銅環とともに出土している。鉄製帯扣は円形
で中間に舌のある形態が７号墓より出土する。直径は 5.4-5.8cm で舌長 4.2cm である ( 図
14-26)。耳環は１号墓より出土し、直径2.3cm、直径0.35cmの針金をねじって形成している。







25.2cm、高 33cm である。鉄環（TLM1:8）は竪穴土壙木槨墓から出土しており、直径 4.7cm、
外面は錆が著しい（同心県文管所他 1988）。
　当地区から出土する鉄器は、武器 ･ 工具では刀子、短剣、銅柄鉄剣、錐、斧、鑿、矛、







































































大 型 飾 板








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 第１期　　　 第２期　　  第３期　　　第４期
春秋中期　   　春秋後　  戦国中 -後期   　漢代













が設定されている ( 烏 2007、pp.322-356)。当地区では、春秋時代晩期以降鉄器の出土が












号墓出土の鉄刀は木製の鞘の痕跡が残り、全長は 22.5cm、幅 2.4cm である。２号墓出土品








１-3. 鉄製刀子 (西溝畔墓地採 :34, 補洞溝墓地 M4:2,M1:4)、4. 銀鉄複合短剣 (納林高兎墓 )、5-6. 鉄製
長剣（西溝畔戦国墓地 M2:20, 補洞溝墓地 M3:1)、7-12. 鉄鏃 (西溝畔漢代墓地採 :42,43,41, 補洞溝墓地
M3:6,M3:5,M4:4)、13. 鉄鶴嘴斧（玉隆太墓 2264)、14-15. 鉄鐓 (西溝畔戦国墓地 M1:3,2)、16. 鉄錐 (2:22)、
17. 鉄勺 (西溝畔戦国墓地 M2:21)、18. 鉄鑣 (西溝畔戦国墓地 M2:25)、19,21. 鉄銜 (西溝畔戦国墓地 M2:23,
補洞溝墓地 M6:3)、20. 鉄馬面 (補洞溝墓地 M4：5)、22. 鉄帯扣 (補洞溝墓地 M1:2)、23. 鉄環 (補洞溝墓地
M1:4)、24-25, 鉄製鋪首 (玉隆太墓 2233, 碾房渠窖藏 )、16. 鉄製飾板 (補洞溝墓地 M3:7)、27. 鉄鼎 (補洞溝墓






長 23.5cm、刃幅３cm、銎内径 2.4cm である (図 16-13)。鉄銜 (2234) は残存不良であるが、
二連式で、残長 11.4cm である。鋪首 (2233) はさびが著しいが、獣の目鼻は明瞭に識別で





































などがある。基本的に残存状態は良くない。鉄刀は、環首刀であり、残長 16cm である (図
16-1)。鉄鏃は３点あり、断面四稜、平面三角形の有鋌式で全長 4.8cm の鏃 ( 図 16-9)、断







製の環頭長剣 ( 図 16-6)、鉄鼎 ( 図 16-27) 、鉄鍑 ( 図 16-28,29,30) など大型鉄器の出土






































































小 型 飾 板

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  １  　　　　第２期　　　　　第３期
















  春秋時代晩期の毛慶溝 63 号墓からは S字形小型飾板が６点出土している。長 5.3、幅３









いる。残長 10cm( 図 18-13)。出土した層位と、共伴遺物から戦国時代前～中期とされる。
　毛慶溝墓地第３期墓からと飲牛溝墓地から小型の鉄製帯鉤が出土する。全長４‐５cm で
尾部に紐がある (図 18-14 ～ 21)。他に飲牛溝墓地からは、刀子、短剣、鶴嘴斧、斧、鉤といっ
た多種の鉄器が出土する。鉄斧（97YM8:1）は、上面に長方形の銎を持ち、正面長方形、側
面楔形を呈する。全長 14.4cm、刃幅 4.6cm、銎口 5.2 × 3.1cm である。銎深８cm であった
( 図 18-11)。同様の鉄斧（97YM22:1）は錆が著しく原形から形がくずれているが、推定全






1-3. 鉄製刀子 (毛慶溝墓地 M75:9,白雨廟圪旦遺跡 H5:6,飲牛溝墓地 81EM1:4)、4-8. 鉄製短剣 (毛慶溝墓地
M6:12,M29:1,M18:4,M38:4, 飲牛溝墓地 81EM1:2)、9-10. 鉄鶴嘴斧 (毛慶溝墓地 M38:1, 飲牛溝墓地 81EM1:3)、
11-12. 鉄斧 (飲牛溝墓地 97YM8:1,97YM22:1)、13-21. 鉄帯鈎 (白雨廟圪旦遺跡 H5:7,毛慶溝墓地 M39:7, 飲牛
溝墓地 82EM12:1,97YM3:2,97YM9:2,97YM17:1,97YM12:6,97YM21:2,97YM16:1)、22-24. 小型飾板 (毛慶溝墓地















































小 型 飾 板











小 型 飾 板
















































































































































































































































































































































































































































鉄 器 の 出 土 開
始 :鉄刀子



































1　 春秋時代前期は、紀元前 770 －前 665 年、中期は紀元前 664 －前 560 年、後期は紀元前 559
－前 455 年、戦国時代前期は紀元前 454 －前 350 年、中期は紀元前 349 －前 245 年、後期は秦




















































図 14 － 1,2,6,7,10,19,21,22,23,24,28,29
     　　　寧夏文物考古研究所他 1993 p.43 図二五 12,13,1,2,4,3,11,10,9,8,5,6
49
　　 － 3,4,5,17,18,20,26,27  同心県文物管理所他 1988 図版玖 9上・中・下 ,4,5,6,
　　　　　 図版弐拾 4,11
     － 8,25  寧夏回族自治区文物考古研究所 2002 p.692 図一〇 12,11
　　 － 9   劉・許 1988 p.414 図二 14
     － 11　周 1989 p.974 図四 1
     － 12　慶陽地区博物館 1988 p.852 図 1-1　
　　 － 13　羅 ･韓 1990 p.404 図 1-4　
     － 14  寧夏文物考古研究所他 1993 p.29 図一六 6
     － 15  田・郭 1986 p.10 図五 2
　　 － 16　劉 ･許 1988 p.415 図 5-6　
図 15 著者作成
図 16 － 1,7-9　伊克昭盟文物工作站 1986a p.386 図七 11,16,17,15
     － 4　戴 ･孫 1983 p.24 図二 1
     － 5　伊克昭盟文物工作站他 1986 p.357 図六 1,2
　　 － 13,24  内蒙古博物館他 1986 p.368 図二 10,5
     － 14-19　伊克昭盟文物工作站他 1986 p.362 図一〇 1-6     
     － 2,3,6,10-12,27-30  伊克昭盟文物工作站 1986b p.397 図三 6,10,9,5,7,8,1,4,2,3
     － 20-23,16  同上 p.399 図四 4,4,1,3,2
　　 － 25　伊克昭盟文物工作站 1991 p.407 図四 4
図 17　著者作成
図 18 － 1,9　内蒙古文物工作隊 1986 p.262 図三三 4,5
     － 2,13　同上 p.295 図五六 4,3
     － 4-7  同上 p.260 図三一 1、p.261 図三二 1-3
     － 14　同上 p.270 図三八 2
　　 － 22-25　同上　巻末図版七九 15,16、図版七三 3
　　 － 3,8,10,15　内蒙古自治区文物工作隊 1984 p.29 図七 3,1,4、p.30 図 13
　　 － 16-21　岱海地区考察隊 2001 p.313 図三〇 7-12































　具体的な地理的範囲として、ミヌシンスク Minusinsk 盆地およびゴルノ ･ アルタイ
51
Gorno-Altai 共和国、トゥバ Tuva 共和国をとりあげる。ミヌシンスク盆地は、ハカス
Khakassia 共和国とロシアのクラスノヤルスク Krasnoyarsk 州にまたがる地域で、クズネ













































































































由来の人工鉄と容易に判別がつく 1。紀元前 3 千年紀の草原地帯は初期青銅器時代であり、
ウクライナのヤームナヤ（Yamnaia 土壙墓）文化（紀元前 3000 －前 2200 年）とウラル地
域のカタコンブナヤ（Katakombnaia 地下横穴墓）文化（紀元前 2600 －前 1900 年）、さら
に南シベリアのアファナシエヴォ（Afanasievo）文化（紀元前 3100 －前 2700 年）等が設











ミヌシンスク Afanasyeva gora, grave26 隕鉄製ビーズ 20
点（腕輪）
図 21 Badetskaia  
1986
ゴルノ ･アルタイ Kor-koba 1, kurgan9 隕鉄製ビーズ Stepanova  1997
ゴルノ ･アルタイ Karban 隕鉄製バックル
ゴルノ ･アルタイ Russkii Log1, kurgan2 隕鉄製飾板
ウユク文化
トゥバ Arzhan2 金象嵌鉄剣　 図 22-4 Ermitazh 2004
トゥバ Arzhan2 金柄鉄剣 図 22-7
トゥバ Arzhan2 金柄刀子 図 22-5
トゥバ Arzhan2 金柄刀子 図 22-6
トゥバ Arzhan2 金象嵌鉄鏃 図 22-3
トゥバ Arzhan2 鉄製鶴嘴斧 図 22-2
トゥバ Aimyrlyg Tab.74-15 鉄短剣 図 22-8 Mandelshtam
 1992トゥバ Aimyrlyg Tab.74-24 鉄短剣 図 22-9
トゥバ Aimyrlyg Tab.74-4 鉄製鶴嘴斧 図 22-13
トゥバ Aimyrlyg Tab.76-32 鉄製刀子 図 22-11
トゥバ Aimyrlyg Tab.76-33 鉄製刀子 図 22-12
トゥバ Aimyrlyg Tab.77-6 金装飾製櫛 図 22-17
トゥバ Aimyrlyg Tab.77-49 鉄飾 図 22-18
トゥバ Aimyrlyg Tab.77-33 鉄垂飾 図 22-16
パジリク文
化
ゴルノ ･アルタイ Kysyl Dazhar1Tab.63-10 鉄柄銅剣 図 23-1 Gryaznov 1992
ゴルノ ･アルタイ Pazyryk Ⅱ 鉄製刀子 図 23-2
ゴルノ ･アルタイ Kok-Su １Tab.63-21 鉄製刀子 図 23-3
ゴルノ ･アルタイ Kok-Su １Tab.63-22 鉄製刀子 図 23-4
ゴルノ ･アルタイ Kok-Su １Tab.63-26 鉄製留め針 図 23-5
ゴルノ ･アルタイ Kyzyl-Dzhar Ⅰ Tab.63-17 鉄銜 図 23-6
タガール文
化
ミヌシンスク Minusinsk tab.11-2 銅柄鉄剣 図 24-1 Chlenova 1967
ミヌシンスク Uct'-Epba tab.11-1 銅柄鉄剣 図 24-2
ミヌシンスク Baikaloba tab.11-6 銅柄鉄剣 図 24-3
ミヌシンスク Minusinsk tab.11-3 鉄柄銅剣 図 24-4
ミヌシンスク Ochury tab.11-4 鉄剣 図 24-5
ミヌシンスク Minusinsk tab.11-14 鉄剣 図 24-6
ミヌシンスク Minusinsk tab.11-7 鉄剣 図 24-7
ミヌシンスク Minusinsk tab.11-12 鉄剣 図 24-8
ミヌシンスク Beteni tab.11-11 鉄剣 図 24-9
ミヌシンスク Beteni tab.11-9 鉄剣 図 24-10
ミヌシンスク Abakan tab.11-10 鉄剣 図 24-11
ミヌシンスク Biria tab.11-8 鉄柄銅剣 図 24-12
ミヌシンスク Minusinsk tab.11-5 鉄柄銅剣 図 24-13
ミヌシンスク Minusinsk tab.11-13 鉄剣 図 24-14
ミヌシンスク Minusinsk tab.11-14 鉄剣 図 24-15
ミヌシンスク Minusinsk tab.11-15 鉄剣 図 24-16
ミヌシンスク Bal'shaia Ilia tab.11-19 鉄鶴嘴斧 図 24-17
ミヌシンスク Minusinsk tab.11-20 鉄鶴嘴斧 図 24-18




















　ミヌシンスク盆地の北に位置するチュリィモ＝エニセイスク Chulymo Eniseisk 盆地ア




　ゴルノ ･アルタイ地区では、コル・コバ Kor-kova １遺跡９号墳より鉄製ビーズが、カル
バン Karvan 遺跡より鉄製バックルが、そして、ルースキー・ローク Russkinii Log １遺跡
２号墳より不定形の鉄製飾板が出土している（Stenpanova1992）。また、ウスチ・クユム





















　2000 年から 2002 年にかけて、ドイツ考古学研究所とエルミタージュの共同でアルジャ
ン２号墳が発掘された（Ermitazh 2004）。ここから、壮麗に金で装飾された鉄製品が見つ



























1. アルジャン２号墳５号墓出土状況、2. 金象嵌の鉄製鶴嘴斧、3. 金銀象嵌の鉄鏃、4. 男性埋葬に付属の金象嵌
鉄剣、5.6. 男性埋葬に付属の金象嵌鉄製刀子、7. 女性埋葬付属の金柄鉄剣、8.9.10. 鉄製短剣、11.12. 鉄製刀
子、13. 鉄製鶴嘴斧、14. 鉄柄銅鏡、15.17. 金鉄複合器、16. 鉄製装飾品 、18. 鉄釦　(1-7. アルジャン２号墳、
8-18. アイムィルルィグ )　※ 14-18 縮尺不同
4.男性埋葬に付属の金象嵌鉄剣　5.6.男性埋葬に付属の金象嵌鉄製刀子　7．女性埋葬付属の金柄鉄剣
8.9.10.鉄製短剣　11.12.鉄製刀子　13.鉄製鶴嘴斧　14.鉄柄銅鏡　15.17.金鉄複合器　16.鉄製装飾品
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1. 鉄製短剣　2. 金象嵌鉄製刀子　3.4. 鉄製刀子　5. 金鉄製留め針　6. 鉄銜　




















射性炭素年代のあらたな成果によると、バイノヴォ Bainovo 期が紀元前 10 世紀末－前８世



















　A － 1 類。柄頭が扁平な方形もしくは楕円形で、柄は透かし状の溝をもつ。鍔は方形も
61
1 (Ch.11-2) 2 (Ch.11-1) 3 (Ch.11-6)
4 (Ch.11-3) 5 (Ch.11-4) 6 (Ch.11-7)
7 (Ch.11-12) 8 (Ch.11-11) 9 (Ch.11-9) 10 (Ch.11-10) 11 (Ch.11-8) 12 (Ch.11-5)
13 (Ch.11-13)











1-15. 短剣　16. 鶴嘴斧　17. 刀子　(1,4. ミヌシンスク ･エニセイ　2. ウスチエルバ　3. バイカロバ




















された No.12 は柄部刃部ともに鉄製で、全長 30cm、図の注釈によると鍔の部分のみが青銅
である（図 24-7）。バテニ（Bateni）より見つかった No.11 は、全長約 26cm で柄部の両枠
のみが青銅製である（図 24-8）。




















の F Ⅱ類に属するといえる。桃紅巴拉や范家窯子は春秋後期の墓地である。No.12 などは、
特にその精密な表現から紀元前 6世紀末ごろまで遡る可能性もあるだろう。
・C類
　触角式の柄頭と蝶形の鍔をもつ。ビリャ Biria で採集された No.8 は、柄頭、柄が鉄で、
鍔と剣身が青銅製の鉄柄銅剣である（図 24-11）。他にアバカン博物館では、柄頭、柄、鍔
が鉄で剣身が青銅製の鉄柄銅剣も展示されていた。No.8 と類似する資料が複数存在してい











る長方形の鍔を持つ（図 24-15）。上記の No.14 と同様にミヌシンスクの青銅短剣には類例
がない。柄の枠のピラミッド状レリーフは、紀元前５世紀のペルセポリスのレリーフに描
かれたアキナケス剣との類似がみられる。
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図版出典
図 20　筆者作成
図 21　Badetskaia 1986, p.20, fig.2-5
図 22 － 1-7 Ermitazh 2004, p.18, p.49, p.50, p.53, p.54
図 23 － 1-5 Moshkova 1992, fig.63-10, 7, 21, 22, 26, 17



















1 Aktobe,2 Kzyl-Kainartobe,3カラシャ2,4 Talas,5 Tasharyk,6 Tosh-bashat,7 Dzhergetal,8 Aigyrdzhal,9 
Kum-aryk,10 ブラナ ,11 Kyz-art,12 Turasu,13 Alamyshik,14 カルガルゥ ,15 イッシク ,16 Talgar,17 Tuura-
Su,18Chil'pek,19 Sokolovka,20 Dzherges,21 ジュバントベ ,22 ビジェ ,23 Kzulauz,24 ベスシャトル ,25 
Daraut-Kurgan,26 Karabalty,27 Kum-aryk,28 Alamendin,29 Tyupskoe,30 Aktas,31belovodskii altar',32 
Chu,34narynskii zhertvennik,35 Kargalinskii,36 Kyrchinskii,37 Alma-Aty Klady,38 Kamenka,39 イッシ
ク,40 Barskoon,41 Tyup,42 Chil'penskii,43 テンリク,44スドンブラク,45チプチハイ・イエシクリク・山口・
一牧場・波馬,46イルグダイ・紅旗磚厰,47チョンクク・カラトパ,48チレントハイ・ジャルクスカイント,49キュ














































































































1928 年－ 1942 年にはロシア人の調査隊によって研究が進められ、文献に記された烏孫と
現地考古学文化の比較という形でグリャズノフやベルンシュタムらによる発掘調査が行わ
































　カルガルィ Kargaly 墓地：カザフスタンの旧首都アルマトゥから西へ 50Km ほど離れた谷
に位置する。板石の石槨墓で、頭位は北東であった。青銅刀子、青銅錐、丸底壺が出土する。
ベルンシュタムは紀元前８世紀に編年し、アキシェフは前７－前６世紀と考えている。













　チュプスキー Chupskii 埋納：イッシク湖東岸のチュプ市で、馬具の一括埋納が 20 点確
認された。青銅の銜、鑣、環、節約、刀子などが出土し、型式からみて紀元前８－前６世
紀であるとされる。













　ベスシャトル Besshatyr 古墳群：イリ河流域に広がる 100 か所以上の古墳群の一つであ





　イッシク Issyk 古墳：アルマトゥ市から東に 50km、イッシク河左岸で 40 基の古墳が発




































銅鍑（柳生 D １類）１点と三脚鍑（柳生 D3 類）２点、青銅製灯明台１点、青銅製杯２点、
鉄製鍑１点、鉄製灯明台１点の計８点が直径２ｍ深さ２．５－３ｍの穴に埋納された状態で
出土した。紀元前４－前３世紀とされる（図 28-6）。
　アルマトゥ市郊外の一括埋納：1912 年に D ２類と D ３類の青銅鍑が大小１点づつと、鉄
製鍑１点、鉄製灯明台１点の計 6 点が出土した。D 類鍑があることから紀元前４－前３世
紀とされる。
　アルマトゥ市南方の一括埋納：1951 年、D２類青銅鍑１点、口縁装飾を持つ D3 類青銅鍑
１点がその他複数の器物とともに出土している。同様に紀元前４－前３世紀とされる。



































































  当文化は窮科克 (チョンクク )墓地や索墩布拉克 (スドンブラク )墓地を代表とできる。
墓地の特徴は共通性が高く、上部構造が石堆墓か環状の葺石を持つ古墳で、竪穴土壙墓あ
るいは竪穴偏室墓であり、頭位方向が西向きで仰臥伸展単人葬を基本形態とする。墳丘下



















　イリ河流域文化前期：尼勒克 (ニルカ )県チョンクク１号墓地 52 号墓を代表とする（新
疆文物考古研究所 2002）。墳丘は直径 6.5 － 9.7 ｍ、高さ 0.3m で、深さ 2.4 の竪穴石槨木
簡墓である。被葬者は 20 歳前後の男性単人葬で、北西方向の二次葬である。副葬品は乏し
く、骨鏃４点、銅の錆に覆われた羊の踝の骨 19 点、革紐が出土する。放射性炭素年代では








拜 ( カラトパ ) 墓地、加勒克斯卡茵特 ( ジャルクスカイント ) 山北麓墓地、奇仁托海 ( チ
レントハイ ) 墓地、鞏留 ( トックズタラ ) 県伊勒格代 ( イルグダイ )・紅旗磚厰墓地、山
口墓地、察布査爾 ( チャプチャル ) 県スドンブラク墓地、新源 ( キュネス ) 県黒山頭、鉄
木里克 ( トムルク ) 墓地、石河子市南山墓地である。一部、第二期まで継続する墓地もあ
るが、区分が困難なため第一期に含めている。年代はチョンクク墓地の竪穴偏室墓 M11 が




　一例として、チョンクク１号墓地 15 号墓をあげる（新疆文物考古研究所 2002）。墳丘は




に位置する。墓室は３× 2.5 ｍで深さは 1.14 ｍ、同じく南側に墓道を持つ竪穴偏室墓であ



















前期サカ文化 後期サカ文化 前期烏孫文化 中・後期烏孫文化











頭位 北西、西、北東 西、北西 西、北西 北西、西、北東

















埋納・他 ウマの殉葬、馬具 20 点 青銅鍑・灯明台・奉献台
鉄製鍑・灯明台・奉献台
イリ川流域前期 イリ川流域中期 イリ川流域後期





埋葬 二次葬 二人合葬、単人葬 二人合葬、単人葬
頭位 長軸東西方向 西・北西 西・北西
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図 26　筆者作成（Google マップ -©2012 Google 地図データ＠ 2012 SK M&C,ZENRIN- に加筆）
図 27 － 1　Moshkova 1992 p.376 fig.26-2,3
　　 － 2　Moshkova 1992 p.376 fig.26-35
図 28 － 1  Moshkova 1992 p.376 fig.26-18,19,20,21,22 
　　 － 2　Akishev 1976 p.14 fig.5, p.105 fig.24, p.113 fig.33
　　 － 3　Moshkova 1992 p.376 fig.26-26,27,28,29,33
　　 － 4　Moshkova 1992 p.376 fig.26-36
　　 － 5　Akishev 1976 fig.85
　　 － 6  柳生 2011 p.216 図 7 D3003, D3004, p.225 図 10-2, p.227 図 14
図 29 － 1  Moshkova 1992 p.378 fig.28-2, p.380 fig.30-3
　　 － 2  Moshkova 1992 p.378 fig.28-4
　　 － 3　Moshkova 1992 p.378 fig.28-17
　　 － 4　Moshkova 1992 p.378 fig.28-15,16,19,22,25,28,30,32























































































前期 前 2000- 前 1500 年 孔雀河古墓溝
中期 前 1500- 前 1000 年 焉不拉克、五堡水庫










4 天山南麓 新塔拉：曲恵、哈拉墩 察吾呼溝、群巴克、豹子溝









































第 1 期 ( 紀元前
3000- 前 2000）
第 2 期 ( 紀 元 前
2000- 前 1000 年）
第 3 期 ( 紀 元 前 1000-
前 500）















吐魯番盆地 哈拉和卓 鄯善蘇貝希 芠丁湖、洋海、蘇貝希
准噶爾盆地北縁 阿勒泰克爾木斉 阿勒泰地区
伊犂河谷地 鞏留阿格爾森 鉄木里克、黒山頭、鞏乃斯河南

















紀元前 1100- 前 800 年 紀元前 800- 前 500 年 紀元前 500- 前 100 年
第 1期 第 2期 第 3期 第 4期 第 5期
1 タリム盆
地
新 塔 拉 ( 早
期 ), 曲恵 , 哈
拉墩 , 喀拉玉
爾袞
新 塔 拉 ( 晩
期 ), 察吾呼







(M20)･ 二号 (M4) , 拜勒其
爾 (M 206), 哈布其罕一号
(M5), 二 号（M4), 群 巴 克





(M3), 群巴克一号 (M18), 二







坎児子 半截溝　 四 道 溝 早 期 , 洋 海 一 号
(M1002), 英亜依拉克 , 南
郊 ,哈拉和卓
四 道 溝 晩 期 , 洋 海 二 号
(M239), 蘇貝希一号 (M8)･3
号 (M15), 芠丁湖 (M20), 三
個橋 (M18),喀格恰克 (M13),
大龍口(M5),柴窩堡一号(Ⅰ
M1), 二号 ( Ⅱ M3),3 号 ( Ⅲ















拉 甫 喬 克
(M1)
焉 不 拉 克 早 期 (M75), 中
期 , 芠斯克霞爾 (M1), 五
堡 (M151)









窮科克一号 (M9) 索墩布拉克 (M32), 奇仁托海
(M7), 黒山頭
哈拉図拜 (M2), 種羊
場 (M1), 鉄 木 里 克
(M2), 薩爾霍布 , 種
馬廠,特克斯,波馬,























































































































































































　刃が片方につき、長さが 10cm － 20cm ほどである。初期の青銅製刀子では、柄まで一鋳
の場合が多いが、鉄製だと刃部のみの出土もある。
初期鉄器の中で最も多く出土し、形の確認できるもので総数 61 点を数える。初期の鉄器の
約 30％を占める。最初期のものは、ハミ (哈密のイエンブラク〈焉不拉克墓地〉75 号墓東
南隅遺構より出土する（図 31-1）。形態は直線形で柄まで作られるものにチュンバク〈群
巴克〉墓地（図 31-2）や、スバシ ( 蘇貝希 ) 墓地（図 31-3）、同じく柄まであり直線形で
先端に孔のあるものでシャンババイ ( 香宝宝 ) 墓地（図 31-6）やヤンハイ ( 洋海 ) 墓地、
刃部のみのもとしてスドンブラク (索墩布拉克 )墓地（図 31-10）などがある。他、形ははっ
きりしないが、片刃部が確認できるので刀子と分類されるものとしてチャウフ ( 察吾呼 )
墓地や南山墓地（図 31-12）からの出土品がある。特にまとまった出土はイリ河流域地区



















角を呈するもの（シャンミャオル墓地、図 32-4）、丸くなるもの（チュンバク 2 号墓地、
図 32-1）、断面が方形のもの（スバシ 1 号墓地、図 32-2）木製の柄がつくもの（ヤンハイ




1. イエンブラク M75:5(残長 7.7、幅 2)、 2.チュンバクⅡ M4D:3(長 23.6、幅 2.2、厚 1.2) 、3.スバシⅠ (長
14、幅 1.35、厚 0.5）、4. スバシⅢ M18:3( 長 9.2、幅 1) 、5. シャンミャオルⅠ M14:61 幅 1.4) 、6. シャ
ンババイ M10:11( 長 12.2、幅 1.5) 、7. ヤンハイⅡ M243:11( 長 11.2、幅 1.2、厚 0.4)、8. ヤンハイ
Ⅲ M319:9( 長 12.2、幅 1.8、厚 0.3)、9. スバシⅢ M27:13( 長 11.1、幅 1.5) 、10. スオトンブラク M20:2 
( 柄長 3.7、刃長 13.4、幅 1.3、厚 0.3)、 11. チャウフⅣ M 98:23( 残長 10、幅 1.4)、 12. 南山 M3.3( 長
10.3、幅 1.4、厚 1.0)、 13 シャンミャオルⅠ M14:13( 残長 8.1、幅 1.8)、縮尺不同、単位 cm
94
図 32　出土鉄器　工具　錐
1. チュンバクⅡ M12:3( 長 13.8、径 0.5-1.5)、 
2. スバシⅠ M11( 全長 10.2、幅 0.3)、 3. ヤン
ハイⅢ M376:8( 全長 10.9、刃長 3.7)、 4. シャ








・	 釘 ( 図 33）
  ３点ほど出土している。ウルムチ市のチャイオプ〈柴窩堡〉林場 2 号墓地から出土した
釘は、頭部が直径 2.1cm で直径 0.6cm の胴が伸びている ( 図 33-1)。青銅器の釘は出土総
数４点ほどであり、出土数は他の器種と比較しても少なめである。
・	 針（図 34）






1,2. スバシⅢ M5:1.2( １：長 5.2cm、　




















チャウフ 3 号墓地 10 号墓より出土した短剣（図 36-4）がある。刃部は幅が 3.0cm で長さ






  ③すべて鉄製の短剣は、ハミ地区小東溝南口より出土する全長 28cm のものである（図
36-3）。柄の先端が向かい合い、鍔がやや盛り上がる形状を示す。鍔の形が類似する短剣は、
内蒙古の匈奴墓である毛慶溝墓地より出土している。紀元前 4 世紀ごろと考えられる（田
他 1986、p.9 図四 -４）。
・	 鏃（図 37）
  21 点の出土があり、刀子についで出土量の多い器種である。両翼鏃と三翼鏃があり、ハ
ミ地区の小東溝南口より採集された鏃は、平らな両翼鏃である（図 37-1）。スバシ 1 号墓
図 35　出土鉄器　工具　鎌
1. チュンバクⅠ M27A:8( 長 21、幅 2.5-2.7、厚 1.1)、
















1. イエンブラク M75:28 ( 残長 6.7、幅 3.3) 、2. チュンバクⅠ M17:28( 全長 26.8、
刃長 14.5、幅 3.8)、3. 小東溝南口 (全長 28、刃幅 2.6、柄幅 5.5)、4. チャウフ
Ⅲ M10:1( 残長 18.8、刃長 15.4、幅 3.0、茎長 3.4)、縮尺不同、単位 cm



















  特に、ヤンハイ墓地採集（図 38-2）やスバシ 1号墓地（図 35-3）の銜は、洛陽焼溝漢墓
（洛陽區考古發掘隊編 1959）から同様のものが出ており、時代の特定できる遺物である。
・	 鑣
  基本的にペアで出土する。総数は 4 点で、2 ペアの出土である。銜同様、戦国末から漢
代に並行する時期の出土である。一つは、ハミ地区の小東溝南口で中央部に環が二つある
（図 38-4）。もう一つはヤンハイ墓地の採集品で、両端が羽のような形をした S 字型の漢式
図 37　出土鉄器　武器　鏃・戈
１. 小東溝南口 ( 残長 7.5)、2. シャンミャオルⅠ M14:57( 残長 5.2)、3. スバシⅢ M12:7( 残
長 3.3)、4. チャウフⅢ M9:5( 長さ 7.6、翼長 4.1)、5. クランサリク M5c:2( 残長 5.3、幅 2.4)、
縮尺不同、単位 cm
図 38　出土鉄器　馬具　銜・鑣
1. 小東溝南口 (残長 8.8cm)、2. ヤンハイ 87CYP:
130A( 全長 23cm)、3. スバシⅠ M10:8( 全長 17.6cm)、
4. 小東溝南口 (残長 7.9cm)、5. ヤンハイ 87CYP:
130B( 長 17.5、17.7cm）、縮尺不同、単位 cm




















1-2. 指輪 . イエンブラク M75:26( 径 2.3)、シャンパ
オパオ M4:1( 径 2.1、幅 0.7)、3-4. 泡 . チャイオプⅡ
M8:6( 径 3.8、高 1)、スバシⅢ M13:10( 径 5.8)、5-6. 簪 . ス
バシⅢ M8:3( 長 21、径 0.7)、南山 M2:6 ( 長 8,8、径 0.2)、
7-9 帯扣 . ヤンハイⅠ M5.4 ( 全長 9.6、径 0.8)、スバシ
Ⅲ M13:11( 径 9)、ヤンハイⅢ M335:7( 長 5.8、幅 3.2、厚
0.5)、10. 杯 . ヤンハイⅢ M350:5( 口径 4.8、高 2.7)、
11. 牌 . スバシⅢ M6:8( 長 7、幅 3.8)、12. 管 . シャンミャ
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　 　－ 2哈密地区文管所他 2004、p.14 図一一 11
　 　－ 3吐魯番地区博物館他 1994、図一八 -3
　 　－ 4新疆文物考古研究所編 1999、p.207 図二〇七 -2
　 　－ 5新疆文物考古研究所 1995、図一三 6
図 38 － 1,4 哈密地区文管所他 1994、p.7 図二 6, 9
　 　－ 2,5 新疆考古研究所 1989、p.191 図六 7, 8
　 　－ 3 吐魯番地区文管所他 1993、図九 -4
図 39 － 1 新疆維吾爾自治区文化庁文物処他 1989、p.348 図二六 11
　 　－ 2 新疆社会科学院考古研究所 1981、p.208 図一四 9
　 　－ 3 烏魯木斉文物保護管理所他 2003、p.35 図一二 8
　 　－ 4,5,8,11 吐魯番地区博物館他 1994、図一八 -2, 5、図一九 -2、図一八 -1
　 　－ 6 石河子市軍墾博物館他 1999、p.6 図八 -4
　 　－ 7 吐魯番地区文物局他 2004a、p.23 図四三 -2
　 　－ 9,10 吐魯番地区文物局他 2004c、p.65 図二六 -1, 4













































































































































　紀元前８世紀に相当する先スキタイ期には、1 類 1 型（両翼鏃；管銎平面菱形）が主と
して利用される。代表的な鏃の出土する墓は、マーラヤ・ツィンバルカなどである。続く、
スキタイⅠ期は紀元前７世紀中、後半－前６世紀前半とされ、1 類 2 型（両翼鏃；管銎平
面月桂樹葉形・楕円形）、2 類 1 型（三翼鏃；管銎平面楕円形）が主体となる。代表的な墓
地はジャボチン 524 号墳などである。スキタイⅡ期は、紀元前６世紀後半－前５世紀前半
とされ、2 類 5 型（三翼鏃；有銎平面三角形）が主体となる。シンフェローポリ黄金塚な
どが代表である。スキタイⅢ期は紀元前５世紀後半－前４世紀初頭とされ、2 類 5 型ほか、
2 類 4 型（三翼鏃；管銎平面長三角形）、2 類 6 型（三翼鏃；有銎平面三角形、後鋒突出）
が主体となる。スキタイⅣ期は紀元前４世紀中半－前３世紀前半で、2類 4型、2類 8型（三
稜鏃；有銎平面長三角形、後鋒突出）が主となる。
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地一期のⅣ号墓地 212 号墓より 2 点出土している。M212:5 は直径 1.0cm、全長 3.2cm であ
る（和静県文化館他 1988）。
　類例は、トゥヴァにある紀元前 9 世紀後半、先スキタイ文化のアルジャンⅠ号墳より出
土し、4 号埋葬から 3 点見つかっている ( 図 44-1、Griaznov 1980)。当型式は先スキタイ
文化で利用された鏃であるといえる。同様の形態の鏃は、骨鏃としても出土しており、黒
海北岸の先スキタイ期シンフェローポリ古墳（Meliukova1964: таб .1 В -10,11）等で
出土がある。
・Ⅰ aB 式（青銅有銎両翼鏃）
Ⅰ aB 式 1（図 45-2）
　平面三角形を呈する。銎は短く、翼は直線状である。ヤンブラク（焉不拉克）墓地より
2 点出土している。M75:42 は、長 2.4cm、幅 1.5cm である ( 新疆維吾爾自治区文化庁文物
処他 1989)。類例は、新疆以西では少なく、中国北方草原地帯の延慶玉皇廟墓地の春秋時
代前期のⅢ b型Ⅰ式および春秋時代後期のⅢ a型Ⅲ式があげられる 1。紀元前８世紀後半－
前５世紀前半の幅をもつ ( 図 44-2、北京市文物研究所編 2007)。スキタイ文化ではⅠ期に
おいて、平面が三角形の三翼の出土はある ( 図 42-6、Ⅱ 7 式 )。しかし、一般的に有銎両
翼鏃の平面形態は、菱形、楕円形、月桂樹形が多く、三角形を呈する鏃はあまり見られない。




Ⅰ aB 式 3（図 45-4）
　平面は葉形で、最大径は後鋒に近い。後鋒はまるくすぼまる。中央に脊が隆起する。ヤ
ンブラク墓地 M6 などより 2点、オタンリク（柴窩堡）林場Ⅱ号点墓地 M9 からも出土する。




ク墓地 84 号墳の両翼鏃Ⅲ１式に見られる。南シベリアからもЬ /Ⅱ式として紀元前６世紀
に年代づけられている（図 44-3）。
・Ⅰ bB 式（青銅管銎両翼鏃）
Ⅰ bB 式 1（図 45-5）
　やや長い管銎をもち、平面は左右非対象の菱形である。脊が隆起し、後鋒は丸くすぼまり、




分類の先スキタイ期に属する。類例はエンジャ（図 42-1）やシンフェローポリ古墳 ( 図
42-2) などより出土している。




全長 4.8cm。メリューコヴァ分類では、スキタイ 1期の代表的な型式とされる。1類 2型に
相当する（図 42-5）。また、南タギスケンの紀元前 7 世紀に年代づけられる 55 号クルガン
からも類例があり、Ь類 2型とされる（図 43-9、Itina1997.p167,рис.706-21,22）。
Ⅰ bB 式 3（図 45-7）
　平面は菱形に近い葉形で、管銎に逆刺をもつ。阜康三工郷墓地から 2 点出土があ
り、98FSM5:1 は長 3.8cm、幅 1.4cm である（新疆文物考古研究所 1999）。管銎はやや長
く、後鋒に接する管銎上に逆刺がつく。阿勒泰のチェムルチェク墓地 M17 出土鏃は、短
い管銎に短い逆刺がつく。上記のヤンハイ出土鏃と同様、メリューコヴァの 1 類 2 型に
相当するといえる。スキタイⅠ期のレンコフツィ古墳などから出土している（図 42-4、
Meliukova1964:таб.6 З-1,И-1）。
Ⅰ bB 式 4（図 45-8）
　腐殖酸廠墓地より 3点（C:12）採集がある。管銎は長めで、平面形態は楕円形を呈する。
全長 3.7 ㎝（張他 1998）。メリューコヴァの 1 類 3 型に相当するといえる。スキタイⅡ期







Ⅰ bC 式 1（図 45-9）
　長い管銎をもち、平面が葉形を呈する。前鋒は直線状に尖り、脊が隆起し、後鋒は丸く
すぼまる。善鄯ヤンハイ墓地Ⅰ号墓地から 2点（M150:3、4）報告されている。断面は図示
されていないが、本文中の記載によると三翼鏃である。M150:3 は全長 4.5 ㎝、銎長 1.0cm
である（吐魯番地区文物局他 2004）。
　類例はスキタイⅠ期のスタールシャヤ・モギーラ等で、1 類１型に分類される ( 図 42-
7)。
1bC 式 2（図 45-10）
110
　平面は緩やかに弧を描く三角形で、円形の脊をもち、銎が少し延びる。チャウフ溝口
Ⅰ号墓地 M16:3 は、全長 2.6cm、幅 1cm である（中国社会科学院考古研究所新疆工作隊他
1988）。
　メリューコヴァの 2 類 4 型に相当する。スキタイⅢ期に流行する形である（図 42-10）。
南シベリアにおいても、A/ Ⅷ式に分類されている。
・Ⅰ aC 式（青銅有銎三翼鏃）






Ⅰ aD 式 1( 図 45-12)
　平面が葉状を呈する。端部はやや抉れる。全長 2.5cm、幅 1.1cm。オタンリク林場Ⅱ号点
墓地 M9:6、チクチハイ（恰甫其海）A区ⅩⅤ号墓地 M68:31 は木製の矢柄が残存する。
　スキタイⅢ期からⅣ期に流行するメリューコヴァの 3 類 7 型と類似する（図 42-13）。　
ほか、紀元前 6－ 5世紀の南タギスケン 63 号墓（1-1-B1 式）などで出土している（図 43-
11）。
Ⅰ aD 式 2( 図 45-13)
　平面が幅の狭い葉状を呈する。端部はやや抉れる。チクチハイ A 区ⅩⅤ号墓地から計 4
本出土しており、M68:31 は木製の矢柄が残存している。全長 3.5cm（新疆特克斯県文物管
理所他 2005）。上記同様にメリューコヴァ 3 類 7 型に分類され、スキタイⅣ期ソローハ古
墳出土鏃等と類似する（図 42-14）。
・Ⅰ aD 式（青銅管銎三稜鏃）
Ⅰ aD 式 1( 図 45-14)
　平面が長三角形で、銎がやや突出する。阿勒泰のクルムチ（克爾木斉）墓地などから採
集されている。メリューコヴァの 3類 2型と類似する。







Ⅰ aE 式（図 45-16）
　平面が幅の狭い葉形で、身の両端部が突出する。全長 2.7cm 前後、幅 1.0cm 前後で、ヤ
ンブラク墓地 M6:4 や、チュンバク（群巴克）Ⅰ号墓地 M3E:1 などがある（中国社会科学院
考古研究所新疆工作隊他 1991）。類例はタギスケン M33（1-2-A-1）など（図 43-6）である。
・Ⅰ bE 式（青銅管銎四稜鏃、図 45-17）
　平面が木葉形で、銎が下方に伸びる。全長 3.5cm、幅 1.25cm で、水泥廠墓地 M03:3 より
出土する（石河子博物館他 1994）。類例はタギスケン M54（1-2-A-3）など（図 43-7）である。
・Ⅱ aB 式（青銅製有鋌両翼鏃、図 46-1）
　平面が矢羽型で鏃身部の鋌が隆起する。クルムチ古墳17号墓より出土する。全長4.6cm（新
疆維吾爾自治区文物管理事業管理局他 1999）。南タギスケンでは、65 号墓より出土があり、








Ⅱ aC 式 1（図 46-2）
　鏃身部は幅の広いアーチ形で、全長は 3.0-3.5 ㎝。扁平な鋌をもつ。チュンバクⅠ
M27:30 は全長 3.0cm、バルチル（拜勒其爾）墓地 M207 出土鏃は全長 3.4cm である（和静県
民族博物館他 1999）。　
　南タギスケンでは 1-1- Ь -1 式に分類される。タガール文化では A/ Ⅱ式となる。
Ⅱ aC 式 2（図 46-3）
 鏃身部は緩やかな直線状の三角形で、全長は 4.0-4.5 ㎝。オタンリク（柴窩堡）M12 は全
長 4.0cm、オタンリク林場Ⅱ号点墓地 M9 出土鏃は全長 4.1cm である。南タギスケン 1-1-
Ь -2 式に類似する（図 43-3）。
Ⅱ aC 式 3　（図 46-4）
　鏃身部は幅の狭いアーチ形で小さい。全長 4.5―5.5 ㎝。チャウフⅡ号墓地 M216 から
は全長 4.8cm、大草灘 M3 では全長 5.1cm の鏃の出土がある（新疆社会科学院考古研究所
1986）。翼部は南タギスケン 31 号墓、32 号墓などより類例が出土する（図 43-4）。




































































































































Ⅱｂ C式 2 （図 46-8）
　平面が三角形で、後鋒が鋭く突出する。鋌は関をもち、円錐状にのびる。察吾呼Ⅲ号墓
地 M9 出土鏃は、全長 7.6cm、幅 2.1cm（新疆文物考古研究所編 1999）。デレストイなど匈
奴の墓で典型的に出土する（Moshkova 1992）。
Ⅱｂ C式 3（図 46-9）
　平面が菱形で鏃身部のほぼ中央で屈曲する。鋌は関を備える円鋌である。察吾呼Ⅲ号
墓地 M9:6 は全長 7.0、幅 4.1cm である。紀元前１～後１世紀の匈奴の遺跡から出土する
（Moshkova 1992）。
・Ⅱｂ C式 4　（図 46-10）












Ⅱ D式 2（図 46-12 ～ 14）
　平面柳葉形は、一部の後鋒が長く伸びる刀子形である。翼部や鋌部に刻線文が施される
場合もある。全長は 6.0 － 8.7cm。早い時期の遺跡から出土している。四道溝遺跡の早期
のトレンチ T5:34 は全長 6.4cm（図 46-12）、オタンリクⅡ M9:10 は全長 6.6cm、石河子紅





 砲弾形有銎鏃（Ⅰ aA 式）や、平面菱形を呈する管銎両翼鏃（Ⅰ bB 式）、また平面矢羽形
の扁平鋌両翼鏃（Ⅱ aB 式 1）、平面三角形の有鋌骨鏃（Ⅱ D 式）が出土する。先スキタイ
期のアルジャンⅠ号墳などより類例が見つかっている。アルジャンⅠ号墳はAMSによるウィ




　銅鏃の出土が増える。銎が無凸の鏃は、平面三角形の両翼鏃（Ⅰ aB 式 1）がある。管銎
両翼鏃はⅠ aB 式 1 に引き続き、平面が木葉形に近くなり、やや小さくなった型式（Ⅰ bB
式 2）が出土する。管銎に逆刺がつく場合もある（Ⅰ bB 式 3）。いずれも、メリューコヴァ
のスキタイⅠ期、初期サカ文化の最初期に相当する。
　有鋌鏃では、扁平鋌をもつ平面三角形の三翼鏃（Ⅱ aC 式）の出土がはじまる。




るという（雪嶋 2008）。また、現在南シベリアにおけるタガール文化の年代も AMS 等の年
代測定の結果、埋葬形態や遺物の編年時代は変わらないものの、タガール文化の開始期が










　有銎三稜鏃（Ⅰ aD 式 b）はやや細長くなり、管銎三稜鏃（Ⅰ bD 式 a）や管銎四稜鏃（Ⅰ
ｂ E 式）等が見られる。扁平鋌三翼鏃はさらに大型化し、6cm 前後となる。また、鉄製鏃
の出現もはじまる。
　メリューコヴァのスキタイⅢ・Ⅳ期に相当する段階である。このなかで、Ⅳ期のソロー
































元前 770 －前 665 年、中期はそこから紀元前 560 年まで、後期は紀元前 455 年まで。戦国時代
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　　　　図二〇七 2、p.219 図一六五 1、p.144 図一〇〇 7,8
　　 － 6 哈密地区文管所他 1994、p.129 図二 5
　　 － 7 吐魯番地区博物館他 2002、p.535 図一九 5
　　 － 9 中国社会科学院考古研究所新疆隊他 1990、 p.887 図八 6
　　 － 10 新疆文物考古研究所 2001、p.30 図三三 9
　　 － 12 新疆維吾爾自治区文管会 1982、p.116 図八 5
　　 － 13 烏魯木斉文物保護管理所他 1999、p.27 図一四 6




















　新疆における鉄器の総合的な研究は陳戈の 1989 年の研究が最初である（陳 1989）。発
掘調査による資料の増加をうけ、陳戈は出土鉄器の集成と年代の検討を行った。鉄器の出






















といえる。クムル (Qumul 哈密 ) 盆地におけるヤンブラク（Yanbulaq 焉不拉克）文化（新
疆維吾爾自治区文化庁文物処他 1989、陳 1991）、トルファン（Turpan 吐魯番）盆地のス
バシ（Subesi 蘇貝希）文化（陳 2001a）、天山南縁のチャウフ（Charwighul 察吾呼）文化（陳








明の鉄片２点であり、指輪は塊錬鉄製で、鉄片 2 点は鋼であることが確認された（Qian 
et al.2002）。トルファン盆地ヤンハイ２号墓地 265 号墓出土の鉄製刀子（実験室番号
XJ987）は、組織観察の結果、低炭素鋼であり、鍛造成形が確認された（凌他 2008）。
　漢代併行期のケリヤ河流域出土の鉄器は、16 点の組織観察が行われていている。保存
状態の良い鉄片 2 点（実験室番号 XJ121、XJ137）が白鋳鉄であることがわかった。他は、
























1900 年から前 100 年までを、5 期 3 段階に区分した（第５章、韓 2005･2007）。一つの時期
が約 500 年の幅をもつが、全体の文化の変遷は追うことができる。新疆の土器は、紀元前






　春秋時代前期より甘粛省で銅柄鉄剣が出土する ( 劉他 1981)。刃部の鉄は塊錬浸炭鋼で























てある（表 18 ～表 20）。
２．地域・時期区分と新疆出土の鉄器
　新疆は現在、地理的、文化的要因により、チャウフ文化、イリ河流域文化といった複数






















1. ヤンブラク墓地、2. 小東溝南口墓地、3. 東黒溝墓地、4. 黒溝梁墓地、5. 上廟爾溝Ⅰ墓地、6. ヤンハイ墓地、
7. スバシ墓地、8. 三個橋墓地、9. 交河故城溝北墓地、10. 溝西墓地、11. アイディンクル墓地、12. ボストン墓地、
13. アラゴウ墓地、14. オタンリク墓地、15. ウランバイ墓地、16. 大草灘墓地、17. 大龍口墓地、18. チャウフ墓地、
19. ハプチガン墓地、20. バルチル墓地、21. 上戸溝墓地、22. チュンバク墓地、23. ボズドン墓地、24. クラン
サリク墓地、25. クルムチ墓地、26. 南山墓地、27. 七十一団一連漁塘遺跡、28. キュネス種羊場墓地、29. 黒山
頭墓地、30. トムルク墓地、31. チョンクク墓地、32. カラトパ墓地、33. チレントハイ、34. ジャルクスカイ
ント墓地、35. イルグダイ墓地、36. 紅旗磚厰、37. イエシクリク墓地、38. 山口墓地、39. 一牧場、40. 波馬墓
地、41. スドンブラク墓地、42. チプチハイ墓地、43. シャンババイ墓地、44. 下坂板墓地、45. サンプラー墓地、
46. ザグンルク墓地、47. ニヤ遺跡、48. 楼蘭平台墓地












変遷を根拠に 3 期に区分されている（新疆維吾爾自治区文化庁文物処他 1989）。しか
し、埋葬形態の型式設定やその編年、また放射性炭素年代による疑問点が多く、報告
書の編年とは異なる時期区分、年代が提示されている ( 王他 1990、李 1997、邵 2006)。 
現状で公表されている資料では、これ以上の論を進めることは困難である。本章では、ヤ
ンブラク墓地を時期区分せずに一つの時期にまとめることとする。そうすると、邵秋会




口墓地 ( 哈密地区文管所他 1994) であり、本章では第二期とする。続いて漢代併行期のバ
ルクル県東黒溝遺跡 ( 西北大学文化遺産与考古学研究中心他 2007)、黒溝梁墓地 ( 哈密地





1986 年の調査で 76 基の墓が発掘調査され、8 点の鉄器が出土している。75 号墓の上層墓
より鉄製指輪と鉄剣の先端部、鉄片が出土し、31 号墓からは鉄製刀子、72 号墓からは鉄片
3 点が報告されている（図 48、新疆維吾爾自治区文化庁文物処他 1989）。金属組織の観察
の結果、鉄製指輪は塊錬鉄であり、72 号墓出土の 2点の鉄片には鋼組織が観察された（Qian 
et al.2002 p190）。
 鉄製刀子が出土する 31 号墓は、出土木片より放射性炭素年代を測定しており、較正年代
で 3240 ± 135B.P. となる。鉄器の伴出を考えると、周辺地域と比較して極端に早い年代と
なり、現状ではこの測定年代は保留したい。また、75 号墓、72 号墓からは曲柄青銅刀子が











1-4. ヤンブラク墓地出土鉄器 : 1. 鉄剣 M75:28（残長 6.7、幅 3.3)、2. 鉄製刀子 M31:5 ( 残長 7.7、幅 2)、
3. 鉄製指環 M75:26( 直径 2.3)、4. 鉄製垂飾付き青銅耳環 M 31:7（鉄環直径 1.1）、 単位 cm。
5-9. 青銅刀子 : 5-7. ヤンブラク墓地出土 M33:1、M35:2、M75:36、8‐10. 草原地帯の出土刀子 :8. 西抜
子村出土、9,10. 玉皇廟墓地 M86:8, M300:13












第二期:小東溝南口墓地、1.鉄製短剣(全長28、刃幅2.6、柄幅5.5)、2.鉄銜 (残長8.8cm)、3.鉄 (残長7.9cm)、 
         4. 鉄鏃 (残長 7.5)
第三期:上廟爾溝村Ⅰ号墓地、5-6.鉄製刀子M14:61(幅1.4)、M14:13(残長8.1、幅1.8)、7.鉄錐M6:2(残長4.8)、 
















期は行っていない（陳 2001a）。韓建業は、スバシ文化を紀元前 1100 年～前 100 年まで 3










　Ⅰ号墓地は 209 基が調査され、銅鉄複合器が１点出土している ( 図 50-3)。出土
したのは弧状を呈する丸い鉄棒に両端と中央に青銅を飾る銅鉄複合器であり、帯扣 









他 1998）、ミンブラク（Minblaq 米泉）県大草灘墓地（新疆社会科学院考古研究所 1986）、
ピチャン県スバシⅠ号墓地竪穴土壙墓 ( 吐魯番地区文管所他 1993)・スバシⅢ号墓地 ( 吐





1. 青銅刀子 M5:6（長 17、刃幅 1.4）、2. 青銅銜 M5:4( 長

























第三期になると 15 点以上出土するなど著しく増加する（図 51-5）。また、鉄杯など鉄製容
図 51　トルファン盆地出土の鉄器
第二期 :スバシⅢ号墓地、1-2. 鉄製刀子 M18:3（長 9.2、幅 1）、M13:2（長 12、幅 1.7)
第三期 :スバシⅠ号墓地、5. 鉄鏃、ヤンハイⅢ号墓地、3. 鉄製刀子 M339:9(1 長 12.2、幅 1.8）、4. 鉄錐
　　　　M376:6( 全長 9.2、鉄刃部 3.7）、6. 鉄銜 M301:1( 長 18.8)、7. 鉄製帯鈎 M335:7( 長 5.8 幅 3.2）、











土が、器種、数量ともに多い。チャウフ墓地は 4 期 6 段に編年され、放射性炭素年代によ
り紀元前 9 から前 6 世紀とされている（呂他 2001、新疆文物考古研究所編 1999）。韓建業
はタクラマカン砂漠南縁のザグンルク墓地やサンンプラー墓地も当文化に含めて考えてい








　鉄器の出土がある遺跡は、チャウフⅣ号墓地 1 期・チャウフⅠ号墓地 2 期（新疆文物考




墓より鉄器の出土がある（図 52-1）。1 期の墓は 152 基あるが、その内の 98 号墓より鉄製
刀子が 1点のみ出土する。
　Ⅳ号墓地 1 期の墓からは、「付属孔をともなう末端が鐙形の青銅銜（図 52-2）」と「一




の確率で紀元前 885‐前 790 年の範囲にはいり、紀元前 810 年がピークである（Zaitseva 
et al.1998）。青銅器などに基づく従来の年代観と齟齬がなく、紀元前 9世紀－前 8世紀前
132
半は信頼できる年代である。よって、チャウフⅣ号墓地 1 期は紀元前 9 世紀から前 8 世紀
を含む時期であるといえる。
　また、チャウフⅠ号墓地 2 期の墓からも鉄器の出土がある。Ⅰ号墓地からは鉄製刀子 1
点と形態不明の鉄片 1 点が出土する。ハプチガン墓地は、天山南麓に位置し、チャウフ文





他に鉄鎌（図 52-6）や、銅柄鉄剣（図 52-8）も見つかっている。この銅柄鉄剣（Ⅰ M17:28）は、
剣身と長い茎が鉄製で、青銅格、青銅柄頭、青銅の柄を持つ。銅柄は、鉄の茎を差し込む
形態で、透かし状になっている。全長 26.5cm、刃長 14.5cm、幅 3.8cm である（図 52-8）。
こうした鉄製の茎を差し込む青銅柄をもつ銅柄鉄剣は、南シベリアのタガール文化のサラ
ガシュ期に数多くみられ、紀元前 6世紀ごろとされる（図 53-10,11、Chlenova 1967）。
　また、Ⅰ号墓地より出土する青銅銜（M5c:2）は、銜外環が鐙形で銜枝上に格子模様をも
つ（図 52-9）。類例が南タギスケンより出土する青銅銜（1組 1類 2型 1式）にあり、紀元
前 7 －前 6 世紀とされる（Itina1997 pp.54-56）。他にも中央カザフスタンのタスモラ文
化にも、類似例の出土があり紀元前 7 －前 6 世紀とされる（Moshkova1992、p.134、図 52-
12）。チュンバクⅠ号墓地は放射性炭素年代より紀元前 955 －前 585 年 ( 中国社会科学院考
古研究所新疆隊他 1991) とされているが、青銅器の比較により紀元前 7 －前 6 世紀と判断
図 52　チャウフⅣ号墓地出土鉄器と青銅器
チャウフⅣ号墓地出土：1. 鉄製刀子 MM98:23( 残長 10.0、幅 1.4cm)、2. 青銅銜 M114:6、3-5. 骨鑣
                M129:10,M93:1,M113:6






庫蘭薩日克）墓地（新疆文物研究所 1995）である。チャウフⅠ号墓地 3期、Ⅱ号墓地 3・4
期の墓からは鉄製刀子が出土している。しかし、青銅武器・工具が 119 点出土するのに対




（Bozdong 包孜東）墓地（温宿県文化館他 1986）、チャウフ 3 号墓地である。第三期の上戸




1. ハプチガンⅠ :鉄製耳環 M6:2（直径 2.5）、2-8. チュンバク墓地 :2･3. 鉄錐Ⅰ M27A:8( 長 12.4、直径
1.3）、Ⅱ M12:3（長 13.8、直径 1.5）、4･5. 鉄製刀子Ⅱ M4D:3( 長 23.6、幅 2.2)、Ⅱ M7:28( 長 18.9、幅 2.2）、
6･7 鉄鎌Ⅰ M27A:8( 長 21、幅 2.7）、Ⅱ M10:25( 残長 27.8、幅 3.6）、8. 銅鉄複合短剣Ⅰ M17:28( 長 26.5、





























黒山頭（張 1989）、トムルク（Tomruluk 鉄木里克）墓地（新疆文物考古研究所 1988a）、石
河子市南山墓地（石河子市軍墾博物館他 1999）である。一部、第二期まで継続する墓地も
あるが、区分が困難なため第一期に含めている。年代について、チョンクク墓地の竪穴偏
室墓 M11 は放射性炭素年代で紀元前 981 －前 830 年と、新疆全体の竪穴偏室墓からかけ離

























1. 陶鉢、2. 鉄製刀子、3. 鉄片
山口墓地 63 号墓
















サンプラー墓地 :1･2. 鉄製刀子 92LS Ⅱ M6:221( 刃長
10.5)、92LS Ⅱ M6:56( 刃長 8.8、幅 1.2)、3･4. 鉄鏃
92LS Ⅱ M6:362( 鏃長 5.5)、84LS Ⅰ M01:c64( 鏃長 2.6)、













１期」とする。紀元前 9 世紀から前 6 世紀まで、西周中期－春秋併行期とできる。この時
































































鏃編年（第６章） 第１期 第２期 第３期 第４期 第５期
















































  鉄器は総数も器種も増加していく（図 57 右）。種類別の増加傾向をみると、鉄製工具は




















































工具（農具） 武器 馬具 装身具・その他 鉄片 器種数
刀子 錐 釘 針 鎌 短剣 鏃 矛 鶴嘴斧 長剣 銜 鑣 簪 泡 環 帯鉤 他 杯
第Ⅰ期 14 3 2 2 3 1 12 6
第Ⅱ期 67 8 6 2 手斧 1 3 4 1 1 2 4 4 8 5 16 68 15
第Ⅲ期 95 4 5 5 3 5 52 1 1 7 2 3 1 8 12 34 5 26 17
140





 工具 武器 馬具 装身具・その他
計
工具（農具） 武器 馬具 装身具・その他
鉄片計 文献
遺跡






















6 4 13 1
釦 10, 管 6, 珠 9, 飾
件 11, 紡錘車 1
79 1 1 1
垂飾
1
4 8 考古学報 89-3
18 ※ 1 チャウフⅣ 1期 70 33 6 2 3 4 3 1管 2, 釦 7, 紡錘車 1 132 1 1『察吾呼』
6 ※ 2
ヤンハイⅠ
7 2 斧 3 2 3












70 33 6 2 3 4 3 1管 2, 釦 7, 紡錘車 1 132 1 1『察吾呼』
18 チャウフⅠ 2期 18 1 1 1 釦 3 24 1 1『察吾呼』
22
チュンバクⅠ
2 1 2 1 2 1 2 2 2
帯鉤 1, 紡錘車 2, 飾
3, 泡 1, 珠 1
23+ 5+ 1+ 鎌 1+ 1+ 7+ 15+ 考古 91-8
22 チュンバクⅡ 1 1 2紡錘車 1 5 3 1 鎌 1 4 考古 91-8
19 ハプチガンⅠ 6 5 2 1 3 鉤 5, 管 2 24 1 1 2 新疆文物 99-1
6 ※ 2 ヤンハイⅡ 2+ 3+ 5+ 3+ 1+ 4+ 新疆文物 04-1





工具 武器 馬具 装身具・その他
計
工具 武器 馬具 装身具・その他
鉄片計 文献
遺跡

































9 1 塊 1 2 1 1 新疆文物 00-1･2
14 オタンリク 93 ― 1 1 2 6 新疆文物 98-1
16 大草灘 4   41? 1 2 考文 86-1
7 スバシⅢ号 1 1 3 針 2 1 1 1 2 1 11 新疆文物 94-2
8 三個橋 1類墓 1 1 1 1 1 2 5 新疆文物 97-2
15 ウランバイ 1+ 1+ 1+ 31+ 271+ 1+ 2 1 1 1 15 新疆文物 98-3
17 大龍口墓地 2 2 1 1 新疆文物 94-4











バルチル 11 2 5 1 18 4 銅鉄複合器 1 5 新疆文物 99-3･4
18
チャウフⅠ号 3期
50 20 2 1 3
管 9, 釦 11, 帯鉤 1,
ヒ 1
98 1 1『察吾呼』
18 チャウフⅡ号 3期 1 1 2 1 1『察吾呼』
18 チャウフⅡ号 4期 3 3 2 1 1 1 3釦 1, 管 2 片 4, 21 1 3 4『察吾呼』













3 1 1 3 1 9 5 1锛 1 1 5 13 考古 81-1
41 スドンブラク 2 3 鈴 1 6 3 2 1 4 10 考古 99-8
29 黒山頭 1+ 1+ 2+ 1+ 1+ 新疆文物 89-3






41+ 1 新疆文物 89 －
26 南山 1 耳飾 1 2 8 1 9 新疆文物 99-1




1 釘 1 4 6 匙 1, 釦 4, 15 2 2 1
蓋 1、
圏 1
31 38 新疆文物 07-3
33 チレントハイ 1 1 2 1釦 1, 帯釦１,鉢１ 812+ 1 1 14 新疆文物 04-3
35 イルグダイ 1 1 5 5 新疆文物 05-1
36 紅旗磚厰 1 1 2 1 1 2 4 新疆文物 05-1
43 ※ 2 シャンババイ 3 10 13釦 1, 泡 4, 管 9, 珠 1 41 1 3 3管 1 10 18 考古学報 81-2























工具 武器 馬具 装身具・その他
計
工具 武器 馬具 装身具・その他
鉄片計 文献
遺跡






















東黒溝遺跡 1 2 1 5 8 3 2 1 1 7 新疆文物 07-2
4 黒溝梁 装飾具 1+ 1+ 1+ 1+ 2+ 新疆文物 94-1
5
上廟爾溝村Ⅰ













スバシⅠ編室墓 ― 1 1 1 1 4 新疆文物 93-4
11 アイディンクル 1  2 2 帯釦 1, 帯鉤 1, 泡１ 8 3 3 1 7 考古 82-4
8 ヤンハイ 87 ― 1 2 3 新疆文物 89-4
8 ヤンハイⅢ号 1 14+ 2+ 1+ 1+ 1+ 杯 1+ 10+ 新疆文物 04-1
9
溝北墓地








10 溝西墓地 1 1 五銖銭 10 12 4 4 2 4 10 24『交河溝西』




上戸郷 1鍔 1 2 4 1 7 条 2 12 文物 99-2
23
ボズドン墓地











イエシクリク 3 1 6 2 1 5 8 新疆文物 05-3
28 キュネス種羊場 1 泡１ 2 5 1 6 考古与文物 85 － 2
27
七十一団一連漁塘
1 1破片 1 3 3
帯釦
1
2 6 新疆文物 87-3
42 チプチハイ A区Ⅹ 1 1 2 1 1 4 新疆文物 06-1





1 1帯釦 1 3 6
長剣
1








下板地　M013 ― 2 2 4 新疆文物 04-3
46 ザグンルクⅡ　 1 帯鉤 2, ヒ１ 4 6 6 新疆文物 02-1･2




勺 1 1 針 1 多量 1+ 新疆文物 98-4
45
サンプラー墓地
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